

















































































































































トレプトアビジン（緑）あるいはER-TR9とAlexa Fluor 594結合抗ラット IgM抗体（赤）で染色した。
CD22／MEMは両者をマージした染色図を示す。核はDAPIで染色した（青）。
図６．担癌マウスにおけるTI-2応答
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